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ヤマ八 ホームシアター サウンドシステム 
TSS -1 日をお買し、求めいただきまして、誠に 
あ0がとラございます。 

本機の優れた性能を充分に発揮させると共 
に、永年支障なくお使しん、ただくためにも、ご 
使用前にこの取扱説明書を必ずお読みくださ 
い。お読みになったあとは、保証書と共に保管 
して < ださい。 

保証書をご確認<ださい 

保証書に販売店名、購入曰などが記入されて 
おりませんと、保証期間中でを万ーサービス 
の必要がある場をに実費をいただくことがあ 
ります。 











ま全上のごま意(ま全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか5本でをお読みくださし、。 


A 気をつけなければならない内容を 
表しています。 

たとえば瓜は「感電注意」を示し 
ています。 


してはいけない行為を表していま 
す。 

たとえば®は「分解禁止」をおし 
ています。 


必ずしなければならない行為を表 
しています。 

たとえば运は r 電源プラグをコン 
セントから扳くこと」をおしてい 
ます。 


この表示を無視して、誤った取扳いをすると、人び死 t または重傷を負ラ巧範 I 尘び想定さ 
れる内容を示しています。 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか！5抜く。 

• 異常なにおい错びする。 • 煙び出る。 

• 内部にホや麵び混入した。 

プラグを抜く そのまま使用すると、^災や感電の原医]となじます。 


0 電源コードを傷つけない。 

♦ 重いをのを上に載せない。 ♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工言 

♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

禁止 芯線びむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


加工をしない。 


この r ま全上のごま意 J に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないちのも記載されていまず。 


水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室•台所•海岸•水辺 ♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 

♦雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入によ0火災や感電の原因とな0ます。 




雷がなりはじめた5電源プラグには触れない。 

感電の原因となります。 


接触禁止 




分解禁止 


分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因とな0ます。 

修理•調整は販売店にご依頼 < ださい。 


0 


放熱のため、本機を設置ずる際には： 

♦布やテーブルク□スをかけない。 ♦通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

♦ あおむけや横倒しには設置しない。 

(かなくともアンプユニットの上2日 cm 、 左も各] 0 cm 、 背面]日離して設置してください。） 
本機の内部に熱びこをり火災の原因となります。 











口 


この表示を無視して、誤った取扳いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性び想定さ 
れる内容を示しています。 


0 


禁止 

〇 


必ず行ラ 

〇 


必ず行ラ 

〇 


必ず行ラ 


電池を巧電しない。 

電池の破裂や液もれにより火災やけびの原因とな0ます。 


本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して 
<ださい。 

そのまま使巧すると火災や感電の原因とな0ます。 


必ず AC 100 V (日 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ！;(外の電源電圧で使巧すると、火災や感電の原因となります。 


電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けるとプラグびショートして乂災や感電の原因となり 
ます。 


0 本機の上には、巧瓶•植お本•コップ•化粧品•薬品•□ウソクなどを置かない。 

♦水や異物び中に入ると、火災や感電の原因とな0ます。 

♦サブウーファーの振動によりものび落下してけびの原因となります。 

禁止 ♦接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因とな0ます。 


〇 

おず行ラ 


スピーカーケーブルは必ず堅等に固定ずる。 

ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーび転落•落下し、故障したり、けがの原因と 
な0ます。 


〇 取付け後は必ず安全性を確認ずる。 

また、定期的に落下の可能性びないか安全点検を実施してください。 

取付け箇所、取付け方法の不備による事故等の責任は、一切負いかねますのでご了承く 
おず行ラ ださい。 




この表示を無視して、誤った取扳いをすると、人び傷善を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生び想定される内容をおしています。 


を 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本磯び落下や転倒してけびの原因となることびあ0ます。 

を 

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど)に 
は設置しない。 

本磯の外装び変おしたり内部回路に悪影響び生じて、火災の原因となることがあ0ま 
す。 

〇 

必ず巧ラ 

電源を入れる前や再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にずる。 

突然大きな音げ出て聴力障書等の原因となることびあります。 

运 

プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、必ず電源プラグをコンセントか！5抜く。 

火災や感電の原因となることがあ0ます。 

接触禁止 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることがあります。 

を 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ！5ない。 

コードび傷つき、火災や感電の原因となることびあります。 

运 

プラグを抜く 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての接続をはずず。 

♦接続機器び落下や転倒してけがの原因となることがあ0ます。 

♦ コードが傷つき火災や感電の原因となることがあ0ます。 

を 

長時間音が歪んだげ態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることびあります。 

を 

大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障害の原因となることびありまず。 







この表示を無視して、誤った取扳いをすると、人が傷害を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生び想定される内容をおしています。 


〇 

必ず巧ラ 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 


プラグを抜く 


A 


ま意 

〇 


必ず行ラ 

〇 


必ず行う 


電池は極性表示(プラス©とマイナス©)に従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液をれによ0火災やけびの原因となることびあります。 


指定むがの電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電 
池をいつしよに混ぜて使用しない。 

破裂や液もれにより火災やけびの原因となることがあ0ます。 


電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな 
い。 

電池びショートし破裂や液ちれによ0火災やけげの原因となることびあります。 


電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより火災やけびの原因となることがあ0ます。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることびあります。 


手入れをずるときには、必ず電源プラグを抜いて巧ラ。 

感電の原因となることびあります。 


本機はデジタ j レ信号を扱いまず。他の電気製品に障喜をあたえるおそれがあ 
りまず。 

それ5の製品とはでさるだけ離して設置してください。 


必ず付属の専用 AC アダプターを 使用ずる。 

付属の専用 AC アダプターし：^外の使用は、火災や感電の原因となることびあります。 


電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。 

差し込みび不充分のまま使巧すると感電したり、プラグにほこりび堆積して発熱や火災 
の原因となることびあります。 







この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容お 


よび物的損傷のみの発生び想定される内容を示しています。 


を 

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱•乂おの原因となることびあ0ます。 

A 

ミち意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れたまましば5 く放置してくださし、。 


べンジン’シンナー’合成洗剤等で^^をふかなしんまた接点媛ち剤を使用し 
ない。 

列■装び傷んだ D 、部品び溶解することびありまず。 

A 

ミち意 

フ□ント及びリアスピーカーを設置ずる際は、む下のことに注意ずる。 

♦壁に取0付ける場合、くぎなどの抜けやすいものは絶対に使用しないでください。 

♦薄いベニヤ板の壁や柔5かい壁には取り付けないでください。 

正しい取付け方法をしないと、スピーカーび落下して、けびの原因となることびあります。 

〇 

必ず巧ラ 

センタースピーカーを設置ずる際には、付属の固定テープを使用して確実に 
固定ずる。 

固定テープを貼る場所のほこりやよごれを取0除いてください。また、固定テープの粘 
着面に触れないでください。粘着力の低下により、スピーカーび落ちて、けがの原因とな 
ることびあります。 


センタースピーカーを設置ずる際には、スピーカーの底面積より狭い場所や 
傾斜のある場所には設置しない。 

スピーカーび落ちて、けびの原因となることびありまず。 

を 

本機に乗ったり、ぶ5下がったり、寄りかかったりしない。 

転倒した0破損した0して、けがの原因となることげあります。 

A 

ま意 

年に一度く5いは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、乂災や故障の原因となることびあります。 

〇 

必ず巧ラ 

開個や持ち運びは必ず2人む上で巧ラ。 

重いので、けがの原因となることがあります。 








• ホームシアターヴウンド 

映画館で味ラよラな、迫力と臨場感のある音場を体験でを 
るホームシアターサウンドシステムです。 

• ドルビーデジタル、ドルビープ□□ジック11およ 
び DTS デコーダーを搭載 

本システムは □□[pOLBY SURROUND □□ I , I または EI 3 マーク 

のついたソフトの音場を再現します。まに、通常のステレ 
才音声を サラ ウンドで再現することちでさます。 

参パーチャルサラウンド（ヘッドホーンを使用） 
(サイレントシアター) 

本システムでは、へッドホーンを使用の場合でも仮想サラ 
ウンドの音場を楽しむことびできます。 


本機は家庭内で使用ずることを目的としてつくられてま 
す。 

カーオーディオ用としては使用でをません。 


■ 本書の記載について 

• :かヒントは操作上のアドバイスなど補足的な説 
明でず。 

♦本書では、本体と1」モコンのどちらでも操作でさ 
る場合は、 U モコンでの操作を中むに記載してい 
ます。 

• 本取扱説明書は製品開発に先びけ印刷されており 
ます。その後、操作性の向上、その他の理由によ 
り、製品仕様の一部び変更となることびありま 
ず。その場合は製品自体の仕様び優先されまず。 

• 説明の便宜上、文中のイラストや名称等び実際の 
製品や捆包箱等と異なる場合びあります。 


操作 

音声を再生ずる ... 12 

サラウンドモードを選択ずる . 13 


□□ [DOLBY I 
DIGITAL 

■•口 

ドルビーラボラト U - ズか5の実施権によ0製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「 PR 日 L 日 G に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


DIGITAL 

eg— 

SURROUND 

DTS および DTS デジタルサラウンドはデジタルシアターシ 
ステムズの登録商標です。 


準備ずる 


1223578901 


その他の情報 

4 6 7 8 
1 ^ 1— 1— 


操作ずる 


1 




















付属品を確認する 


同捆されている付属品を確認してください。 


リモコン 


INPUT ご A 


7 MODE 4 

ロ ロ 



AC アダプター 
(LSE 白802 B 1 己 40) 



ステレオピン 
ケーブル 



単4乾電池に本) 


光ファイバー 
ケーブル 



電源コード 



固定テープ 滑止パッド 

(センタースピーカー用： （3 セット：吕4個) 
1セット） 



ステレオ S ニプラグ/ 
ステレオピン変換 
ケープル 



アンプユニット用 
スタンド 



ネジに本) 



リモコンを準備する 



U リモコンの裏ぶたの ♦OPEN マークを押しな 
げら、 電池カバーを取りはずず。 


&付属の単4乾電池 （2 本）を、リモコンの電池 
ケース内の表示にあわせて、プラス （+) とマ 
イナス （一) の向きを間違えないよラに、正し 
く入れる。 

電池は必ず図に示した方向か5入れてください。 


El 襄ぶたを閉じる。 

電池ケース内の表示に従って、プラス（十）とマイナス 
(一）の向さを間違えないよラに正しく入れてから、裏 
ぶたを閉める。 

乾電池が消耗したときは、交換してください 

乾電池び消耗すると、 U モコンを操作でさる距離げ極端に 
短くなったりします。このよラな場合は、ずべて新しい乾 
電池に交換して < ださし、。 


ごミ主意 


• 消耗した乾電池は早めに交換してください。 

• 新しい乾電池と、1度使用した乾電池を混ぜて使用しないで 
<ださい。 

-種類の異なる乾電池(アルカ U とマンガンなど）を混ぜて使用 
しないでください。同じ形状でも性能の異なるものがありま 
す。 

• 乾電池び液漏れをした場合は、ただちに乾電池を破棄してく 
ださい。漏れた液にふれたり、巧類などに付着しないよラに 
してください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース内をさ 
れいにふいて<ださい。 


2 








フ□ントパネル リモコン 



〇インプットセレクターキー/インジケーター 0サラウンドモードセレクターキー/インジケー 

( INPUT ) 夕一 ( MODE 、 VM ) 

キーを押すごとに、インプットモードび切り誓わります。キーを押すごとに、サラウンドモードび切り誓わります。 

(DIGITALK DIGITAL2. ANALOG ) 現在選択されてい （ DTS、□□DIGITAL. 皿 PL II MOVIE、nDPL II MUSIC. 

るモードのインジケーターが点灯します。 オフ)現在選択されているモードのインジケーターび点灯し 

DIGITALl : ます。 

アンプユニット背面のデジタル入力光1端テに入力された * サラウンドモードの詳細については、13ページの「サラ 
信号を再生するときに選おします。 ウンドモードの特長」をご覽ください。 

DIGITAL 2： 

アンプユニット背面のデジタル入力光2端テに入力された 
信号を再生するときに選択します。 

ANALOG ： 

アンプユニット背面のアナ n グ入力端テに入力された信号 
を再生するときに選がします。 


準備ずる 
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0 ボリユーム / インジケーター （ VOLUME 、 +/ 

_) 

本システム全体の音量を調節します。 

現在のボ U ユームレべルびインジケーターの点巧で表示さ 
れます。 

アンプユニット： 

ちに回すと大さくな0、左に回すとかさくなります。 

リモコンボリユーム （+/—): 

十を巧すと大さ<な0、一を押すとルさくなります。 

〇リモコン受光窓 

付属リモコンが5の信号を受信します。 

0 STANDBY/ON い/1)/インジケーター 

押すごとに、アンプユニットをスタンバイ状態か5電源才 
ンに（またはその逆に)切醬えます。電源びオンのとき、イ 
ンジケーターび点灯します。 

スタンパイモード 

スタンバイモード中は、 U モコンか5の赤外撼信号を 
受信するために、少量なび5電力を消費します。 

© OSILENT 

へッドホンを接続するミニ端テです。この端テにヘッドホ 
ンを接続しているとさは、スピーカーから音は出ません。 

〇 REAR +/- 

U アスピーカーの音量を調節します。 

十を巧すと大さ<な0、一を押すとかさくなります。 

〇 S . W 00 FER +/- 

ヴプウーファーの音量を調節します。 

十を巧すと大さ<な0、一を押すとかさくなります。 

〇 MUTE 

一時的に音を消したいときに押します。もう一度キーを巧 
すとこの機能び解除され、もとの音量に戻ります。 

⑩ TEST 

スピーカーか5テストトーンを鳴5すとをに押します。テ 
スト!-ーンは、各スピーカー間の音量バランスを調整する 
ときに役立ちます。調節はリモコンの V 日 LUME 十/-キー 
でおこなって < ださい。 


■ リモコンの使用について 




* アンプユニットが U モコンの信号を 
受信すると、 STAND 巳 Y/ 曰 N インジ 
ケーターが点滅します。 


リモコンの取り扱いについてのご注意 

• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

• 下記のような場所には置かないよラ、ご注意ください。 
ースI-ープのそばや風呂場など、温度•湿度の高いところ。 
-ほこりの多いところ。 

-極端に寒いところ。 
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システム構成 

本システムは政下の製品で構成されています。 


•5 


アンプユニット X 1台 


¢1フ□ントおよびセンタースピーカー 
(3 m コード付を ）X 3台 
な U アスピーカー (10 m コード付き ）X 2台 

Hi サブウーファー XI 台 


を スピーカーの 役割 U スニングポジシヨンよ 

サラウンド再生の場合、フ□ントスピーカー(ち、左）はメ に設置しまず。お部屋の巧ミ 
インチャンネルか6のメイン音青信号を再生します。また、 0、壁 I し掛けるしとちでさ;; 

1」アスピーカー(ち、左）はサラウンドチャンネルか5の効 

果音等を再生し、センタースピーカーはセンターチャンネ センタースピーカー 
ルか5の音声信号(人物の尝話など）を再生します。 左ちフ□ントスピーカーの擇 

サブウーファーは低音補強巧として、フロント、サラウン 間隔の位置）に設置します。 


各スヒーカーの配置 

スピーカーの配置は、システム全体の音質に大さく影響す 
るため重要です。下記説明にしたびい、各スピーカーを適 
切な位置に設置してください。 

* フ□ント/センター / U アスピーカーは壁に掛けること 
ちできます。（次ページ参照） 

フ□ントス ピーカー 

従来のステレオ再生と同様に、左ちのスピーカーを U スニ 
ングポジションか5等距離に設置します。モニターを設置 
している場合は、モニターの両脇に設置してください。 

リアス ピーカー 

リスニングポジションよりち後方、または部屋の両ヴイド’ 
に設置します。お部屋の状況にをわせて、床や棚に置いた 
0、壁に掛けることちでさます。 

センタースピーカー 

左ちフ□ントスピーカーの間(各フ□ントスピーカーから等 


ド、センターの各チヤンネルからの低域成分のみを集め再 
生します。また、ドルビーデジタルや DTS 再生の場を、ヴ 
ブウーファー （ LFE ) チャンネルからの特殊低域効果音など 
ち)再生します。 


ホセンタースピーカーはモニターの上に置くこともできま 
す。（次ページ参照） 

サブウーファー 

床の上に設置します。低音の聴こえかたは、サブウー 
ファーを置く位置や聴く位置によって異な0ますので、設 
置場所を変えてお試しください。 


フ□ントス ピーカー （ち） 


センタースピーカー 


アンプ ユニッ I 


テレビ(モニター)の映像び乱れるとさには、スピーカーをテ 
レビ(モニター)から離して設置してください。 


サブウー ファ- 


フ □ント 

スピーカー（左)、 


U ア 

'スピーカー（ち） 



リアス ピーカー （を） 


準備ずる 


已 




設置について 


■フ□ント/センター/リア スピーカー 
の角度を調整するには 

n スピーカースタンドを取り付けているネジを、 
スタンドび動く程度にゆるめまず。 

* 安定性向上のにめ、スピーカー底面の四隅に付属の 
バッドを貼り付けます。 


〇 



H スピーカーを適切な角度に調整し、ネジを締め 
直しまず。 



■ フ□ント/センター/リアス ピーカー 
を壁に掛けるには 

フ□ント/センター/リアスピーカーを取0付ける壁側に 
2本の木ネジ(市販品:直径4 mm 程度)を已日 mm 間隔にて 
取り付けます。スピーカー背面の細長い切0込み部を木ネ 
ジに引っ掛けます。 

夺切0込み部び木ネジに確実に掛かっていることを確認し 



ごを意 


(重要なごま意でず。必ずお読みください。） 

• スピーカーの重量は]台約 0.4 k 旨です。ネジを止める場所 
には、しっかりとした壁または柱を選んでくださし、モルタ 
ルや化粧べニア板など、はびれやすい材質の壁には取り付け 
ないでください。ネジび抜けてスピーカーが落下するとけび 
の原因になります。 

• ななどの抜けやすいちのは使用しないでください。長時間の 
使用や振動でなけてスピーカーび落下するとけがの原因にな 
0ます。 

-スピーカーコードを足や手に引っかけて本機を落下させるこ 
とのないよラに、コードは必ず固定してください。 

•取り巧け後はおず安全性を確認してください。 

取り付け箇所、取り付け方法の不備による事故等の責任は、 
当社では一切負いかねますのでご了承ください。 


■ センタースピーカーをモニターの上に 
設置するには 

スピーカーか5スタンドを取りがし、付属の固定用テープ 
を図のようにセンタースピーカー底面とモニターの上面に 
貼り、確実に固定します。 

* モニターの上面び傾いている場合、ちし傾さび水平面に 
巧して icr ある場含は、モニターの上には設置しな 

いで < ださい。 



ごを意 


• スピーカーは防磁設計となっていますが、コンピューターの 
モニター やテレビの近<に設置すると画像が歪むことがあり 
ます。そのよラな場合は、離してご使用ください。 

• テープをはがした後、接着面には触れないでください。接着 
強度が弱くなります。 

• 固定テープを貼る部分はされいにおいておいてください。ほ 
こりや油、水などび付着していると、テープの接着強度び弱 
くなり、スピーカーが落下する恐れがあります。 


■ アンプ ユニッ トにスタンドを取り付け 
る 

安定性向上のため、アンプユニットに付属のスタンドを取 
り付けることをおすすめします。 

はじめにスタンド底面の四隅に付属のパッドを貼り付け、 
スタンドの前後方向を確認した後、付属のネジで取り付け 
ます。 



6 







接続をおこなう前に、接続ずる全ての機器の電源コードをコンセントか5外してください。また、付属の AC アダプ 
ターは接続が完了した後でアンプユニットに接続してください。 

正しい接続のために 

. 音青信号の左端テ(白）には接続コードの白のプラグを、ち端テ(赤)には赤のプラグを接続します。 

-プラグは、しっかり差し込んでください。しっか0差し込まれていないと音び出なかった0雑音の原因となります。 

-接続する機器によっては接続ち法や端テ名び異なることがあ0ますので、それぞれの機器の取扱説明書もあわせてご賣 
<ださい。 

-接続び終わった5正しく配線されているか、ちラー度お確かめ<ださし、。 

本システムは、テレビ(モニター)やビデオ機器のビデオ信号用入/出力端子とは接続できません。 


ビデオカセツトレコーダー/ 
パソコンなど 


DVD プレイヤー/ 
テレビゲーム機など 





1 


BS デジタルチューナーなど 


アンプ ユニッI 


電源コンセント 
( AC 100 V 
己 0/60 HZ ) 乂 


AC アダプター 





スピーカー （を） 


スピーカー （ち） 






ミだ;^-(思センタ-スピ-力-ミだ;^_ (ち) 


サブウー ファ- 
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外部機器とのつなざかた 

-接続には、お持ちの機器にあった下記の接続ケーブル(付属または市販)をご巧意<ださし、。 



アンプユニット 


- DVD プレーヤーなどの光デジタル出力端子とアンプユニット背面のデジタル入力光1端テを光ファイバーケーブルを 
使って接続します。同様に、巨 S デジタルチューナーなどの光デジタル出力端子とアンプユニット背面のデジタル入力光 
2端子を光ファイバーケーブルを使って接続します。この接続によ0、接続した機器か5のデジタル音声をお楽しみい 
ただけます。 

-ビデオカセットレコーダーなど、デジタル出力端子びない機器を接続する場合は、オーディオピンケーブルを使って、 
アナ □ グ音声出力端子とアンプユニット背面のアナ □ グ入力端テを接続します。 

-オーディオ出力用3.已 mm ステレオミニ端テのみを装備しているパソコンなどを接続する場含は、ステレオミニプラグ/ 
ステレオピン変換ケーブルを使用して、アンプユニット背面のアナ□グ入力端テに接続してくださし、。 


• アンプユニット背面にはビデオ入力端テがありません。アンプユニット背面に接続された DVD プレーヤーなどを再生するには、 
DVD プレーヤーのビデオ出力をテレビ(モニター）に接続してください。 


ぶ '-ヒント 

• 本システムでは録音、録画はできません。 
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-アンプユニット背面のスピーカー出力端テは、付属のフ n ント/センター / U アスピーカーおよびサブウーファー 
の接続専用に設計されています。これらの5箭テには、絶対に他の AV アンプやパワーアンプなどを接続しないで<だ 
さい。誤動作を起こすだけでなく、アンプユニットの故障や火災等の原因にちなります。 

-スピーカーコードは手や足にひっかけないよう、固定してください。 


















電源コードのつなざかた 


アンプユニット背面 



AC アダプター 
(付属） 


壬1~- 






ちラー度アンプ ユニッ トに接続した機器び確実に接続され 
ているか確認してください。最後に、電源コードのプラグ 
を 家庭 用 コンセン ト（] 0 日 V 已 日/目日 Hz ) に 差し込みます。 

D 付属の専用 AC アダプターをアンプユニット背 
面に接続ずる。_ 

B 付属の専用 AC アダプターに付属の電源コード 
パワーケーブルを接続ずる。 

EI 電源コードのプラグを家庭用コンセント 
(100V 已 0/60HZ) に差し込む。 

• 付属の専用 AC アダプターを机などの上に置く場合は、落下 
することのないよラ必ず固定してください。もし落下した場 
合、アダプターや他の機器の破損だけでなく、けびをする原 
因にちなります。 

• 必ず付属の専用 AC アダプターをご使用ください。他の AC ア 
ダプターの使用は本機の故障や火災の原因となります。 

• 付属の専用 AC アダプターは、本機政がの機器に使用しない 
で < ださし、。 


電源コード 
咐属） 


AC 100 V の家庭用 
コンセントに接続 


して < ださい。 
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スピーカーの音量レベルを調節する 


テストトーンを出力して、視聴位置で聞こえる各スピー 
カーか5の音の大きさが同じになるよラに調節します。こ 
の調節はドルビーデジタル、ドルビープ □□ ジックIIや 
DTS を最良の環境で使巧するために重要です。 

• ヘッドホンをつないでいると、音芦出カレベルを調整でさま 
せん。音声出カレベルを調節する前に、ヘッドホンを取りは 
ずしてください。 

テスト!-ーンで調節ずる 

付属の U モコンを使って、各スピーカーの音量レベルを調 
節します。 

• 調節はおず視聴位置で行って<ださい。 

• システム全体の音量び低いとテストトーンが聞こえないこと 
があります。あらかじめシステム全体の音量を適量に上げて 
おいて < ださい。 


フ□ント（を） フ□ント（ち） 


…口… f /、 
V MODE A 

ロ ロ 



VOLUME+/- 


策 YAMAHA 



リア（左） リア庙） 


調藝したいスピーカーか6テスト I -ーンが出て 
いる間に V 日 LUME + / — キーを巧して、フ□ン 
トスピーカーの音量レベルと同じになるように 
調節ずる。 

調節中は、テストトーンの巡回び一時停止します。+ 
キーまたはーキーを離してしば5くすると、再び巡回 
します。 

調節が終わった S 、 TEST キーを巧ず。 

テストトーンび止ま0ます。 

• 調節中は、選択しているスピーカーの音量レベルが、ア 
ンプユニット上のV日 LUME インジケーターの点巧に 
よって表示されます。また、薄暗く点灯するインジケー 
ターは、レベルの初期設定値を表します。 


r- ヒント 

ソースの再生音を聴くときは、アンプ ユニッ トの VOLUME 
ツマミか U モコンの VOLUME 十/-キーを使って、システム 
全体の音量を調節してください。 




テストトーン出力中に U モコンの INPUT キーを押すと、全 
チャンネルの音量レベルが初期設定値に戻ります。 

フ□ント（ち)、（左)スピーカーの音量レベルは、 VOLUME 
インジケーターの下図が示す位置より上には設定できませ 
ん>。 


山/キーを巧し、電源を入れる。_ 

TEST キーを 巧ず。 

テストトーンは、ち上の図のようにフ n ント（左）ス 
ピーカー-►センタースピーカ ー- ►フ n ント（ち)スピー 
力一-^ U ア（ち)スピーカー-ア（左)スピーカー…の 
順で巡回し、それぞれ約2.已秒間ずつ聴こえます。 

• テストトーン出力中は、全てのインプットインジケー 
ターが点滅します。 



準備ずる 







音声を再をする 


基本操作 


アンプユニットに接続したオーディオ機器やビデオ機器の 
ソフトを再生します。 



山/1 


REAR +/- 

S.WOOFER 

+/- 


■ ヴブウーファーの音量を調節する 

再生中に、 S.W 日日 FER 十/—キーを押す。 

+キーを押すと音量び大さ<な0—キーを押すと音量びか 
さ < なります。 

• 調節中は、音量レベルび、アンプユニット上の VOLUME 
インジケーターの点なによって表示されます。また、薄 
暗く点灯するインジケーターは、レベルの初期設定値を 
表します。 


ごを意 


• ヘッドホン使用時には調節でさません。 （+/ —キーを巧して 
も無効です。） 


■ 前後の音量バランスを調節ずる 

再生中に REAR 十/一を押す。十キーを押すとリアスピー 
カーの音量び大さくなり、ーキーを押すと音量がかさくな 
ります。 

• 調節中は、音量レベルび、アンプユニット上の VOLUME 
インジケーターの点なによって表示されます。また、薄 
暗く点灯するインジケーターは、レベルの初期設定値を 
表します。 


ごミ主意 


• ヘッドホン使用時には調節でさません。 （+/ —キーを巧して 
も無効です。） 


ET STANDBY / 日 N キーを巧し、電源を入れる。 

アンプユニットの STAND 目丫/日 N インジケーターび 
点灯します。 

0 " アンプユニットに接続した機器の電源を入れ 
る。 

且 INPUT キーを巧して、入カソース 

(DIGITALK DIGITAL 2、 ANALOG ) を選 
ぶ。 

選んだ入カソースのインジケーターびアンプユニット 
上で点打します。 

ET 機器の再生を始める。 

再をする機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

El リモコンの VOLUME +/- キーを巧して音量 
(ボリューム）を調節ずる。 

音量レベルはアンプユニットの VOLUME インジケー 
夕一の点灯で表示されます。 

] ント□—ル範囲: 0 [消口]爆ル）〜7履大） 

誠 '-ヒント 

• アンプユニットの V 日 LUME ツマ S を左ちに回してち音 
量(ボ U ユーム）を調節でさます。 


■一時的に音声を消ず（消音ずる） 

MUTE キーを押します。 

前の音量(ボ U ユーム）に戻すには、もラ]度 MUTE キーを 
押します。 

-アンプユニットをスタンバイ状態にすると、消音が解除 
されます。 

:ぶこ ヒント 

• V曰 LUME+/- キー、 INPUT キーや MODE キーなどを巧し 
てち消音は解除でさます。 

• 消音時には、 VOLUME インジケーターが点滅します。 

■ アンプユニットの使用を終了ずるとき 
は 

STAND 巨丫/日 N(&/i) キーを巧してアンプユニットをスタ 
ンバイ状態にしてください。 


ごミ主意 


. 本システムはヴンプ U ング周波数 48kHz 政下のデジタル信 
号 （U ニア PCM、 ドルビーデジタル、 DTS) を再生でさます。 
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サラウンドモードを選がする 


本システムには、映画館のような音響を楽しむことびできるサラウンドモードび搭載されています。4種類のサラウンド 
モードの中か5、再生するソースに最適なプ n グラムを選び、臨場感や迫力のあるヴウンドをお楽しみいただけます。 



を巧 1 化職 







1 


INPUT 戸 /1 、 

V MODE 占 

口の 

MODF 切 A 


苗: c 


— MODE 

萬 



VOLUME iwa 



\-\ VOLUME ノゾ 



こ - 



1 1 



:- 



l^MUTE 1 TEST 






簾 YAMAHA 


( 

矿 。… C 

) 

— 0 SILENT 



Li - L 




L 


_ 


V ノ 

/ 


■ヴラウンドモードの特長 


ぶ'-ヒント 

. 本システムをスタンバイ状態にすると、そのとを選択されて 
いた入カモードとサラウンドモードは記憶されます。次に電 
源を入れると、自動的に前回の入カモードとサラウンドモー 
ドが選択されます。 

• 入カモードを切り替えると、その入カモードで最後に設定し 
たサラウンドモードが自動的に選択されます。 

• U スニングルームの音響特性は、サラウンドモードに影響を 
与えます。サラウンドモードによって作り出される効果を最 
大限に引さ出すために、できるだけ音び反響しない部屋でお 
使いになることをおすすめいたします。 

• DTS モードや □□□ に rrAL モードび選択されていないときに 
DTS またはドルビーデジタル信号び入力された場合、それ 
ぞれのインジケーターが薄暗く点好します。 


ir ソースを 再生ずる。 

ソースの 再生方法は、12ページの「音声を再生する」 
をご覧くださし、。 

日 DE キーを繰り返し巧して、お好みのモード 
を選ぶ。 

選択されたサラウンドモードのインジケーターびアン 
プユニット上に点'なします。 

-インジケーターび何ち点灯しない場合は、サラウン 
ドモードび選択されていません。 

• ソースによっては選択でさないサラウンドモード 
ちあります。選択でをるサラウンドモードはソー 
スにより異なります。詳しくは下記の表をご賣く 
ださい。 

也ヒント 

• サラウンドモードが選択されていないと、2チヤンネルステ 
レオモードにな0、センタースピーカーや U アスピーカーか 
らは音び出ません。 

• 2チヤンネルステレオモード時に、 DTS やドルビーデジタル 
などの信号を入力すると、ダウン S ックスされてフ□ントス 
ピーカーか6のみ音が出ます。 


ごを意 


• モノラルソースを [XIPL II M 日 VIE で再生中は、センタース 
ピーカーか b のみ音び出ます。フ□ントや U アスピーカーか 
らは音はほとんど出ません。 

• 2チヤンネルの DTS 信号を再生する場合には 、 [XIPL II 
MOVIE/nnPL II MUS にモードを選択でさません。 


■ ヴイレントシアター 

サイレントシアターモードで映画館さなび5のおびり感(開 
放感)を持った音響を楽しむことびでさます。スピーカーで 
サラウンド音声を再生中に、へッドフオンを〇 SILENT 
さ箭テに接続してご利用ください。（サラウンドモードびオフ 
の場合は、通常のステレオ再生になります。） 


モード 

特長 

DTS 

DTS サラウンドの才 U ジナル定位を乱すことなく、サラウンドヴウンドを忠実に再現します。 
入カモードびデジタル入力光1または2に設定されてお0、 DTS 信号を入力する場含に選択す 
ることびでをます。 

□□ DIGITAL 

ドルビーデジタルの才 U ジナル定位を乱すことなく、サラウンドサウンドを忠実に再現します。 
入カモードびデジタル入力光1または2に設定されてお0、ドルビーデジタル信号を入力する 
場含に選択することびでをます。 

□□ PL 11 MOVIE 

2チヤンネルのステレオソースが已 .1 チヤンネルサラウンド音声で楽しめます。 

映画やテレビドラマなどに最適なモードです。 

□□ PL 11 MUSIC 

2チヤンネルのステレオソースび已 .1 チヤンネルサラウンド音声で楽しめます。 

音楽を再生するのに最適なモードです。 


操巧ずる 
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K 障かな？とおった 6 


使巧中に本システムび正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記！;^外で異常び認め5れた場合や、 
対処しても正常に作動しない場合は、アンプユニットの電源を切0、電源プラグをコンセントか5巧いて、お買上げ店ま 
たは最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 


■全般 


おが 

原因 

解決方法 

参照 

ぺージ 

電源を入れてちずぐに 
切れてしまラか、また 
はスタンバイが態に 
戻ってしまラ。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでく 
ださい。 

10 

アンプユニットが落雷や過度の静電気 
など、が部からの強い電気ショックを 
受けた。 

アンプユニットをスタンバイ状態にし、電源コー 
ドを抜いて、約30秒経ってから差し込み直して、 
電源を入れてください。 

— 

音が出ない。 

接続び不完全。 

接続を確認してください。 

8〜目 

再生するソースの選択び適切でない。 

INPUT キーで正しく選択してください。 

12 

スピーカーの接続び不完全。 

スピーカーの接続を確認してください。 

9 

音量び絞られている。 

音量を大きくしてください。 

12 

消音されている。 

リモコンの MUTE (消音)キーまたは V0LUME+/ 

ーキーなどを巧して消音を取り消し、音量を調節 
してください。 

12 

サラウンドスピーカー 
かち音がでない。 

サラウンドレべルの設定び最ルになっ 
ている。 

U モコンの REAR+ キーを巧して音量を上げてく 
ださい。 

- 

サラウンドモードびオフになっている。 

リモコンの MODE キーを使用して適切なサラウン 
ドモードを選択して < ださい。 

13 

DTS または 

□□ DIGITAL モード選択 
時にセンタースピー 
カーか百音び出ない。 

ドルビーデジタルまたは DTS ソースに 
センターチヤンネル信号び含まれてい 
ない。 



サブウーファーから音 
が出ない。 

サブウーファーの音量レベルび最小に 
なっている。 

S.W 日 0FER+ キーを押して、音量をあげてくだ 
さい。 

12 

A ム音が出る。 

アナ □ グ入力端子の接続び不完全。 

アナ□グ入力端子の接続を確認してください。 

8 
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症が 


原因 


解ミ夫方法 


故障かな？と思った5 


参照 
ぺージ 

アンプユニットが正常 内部マイコンびが部電気ショック(落雷 コンセントから電源プラグを抜さ、約3□秒媛にち 一 

に作動しない。 または過度の静電気)、または電源電圧 ラー度差し込んで<ださい。 

の低下によってフ U - ズしている。 

デジタル機器や高周放 アンプユニットびデジタル機器または アンプユニットをそれらの機器から離して設置し 一 

機器から雑音が出る。 高周波機器に接近しすざている。 てください。 

DTS 、 または インジケーターび薄暗く点なしている MODE キーを使用して適切なサラウンドモードを 13 

□□ DIGITAL モードイン ときは、入カソースび DTS 、 またはド 選択してください。インジケーターび明るい点巧 

ジケーターが薄暗く点 ルビーデジタル信号であることを示し に変わり、サラウンドモード再生により、セン 

灯しているのに、セン ています。この場合、入力信号は2チヤ タースピーカーおよびサラウンドスピーカーから 

タースピーカーおよび ンネルにダウン S ックスされてフ□ン 音びでます。 

サラウンドスピーカー トスピーカーのみから再生されます。 

か5音がでない。 

ドルビーデジタル信号 
のソースを入力し、 

□□ DIGITAL モードを 選 
巧しているのに、セン 
タースピーカーとリア 
サラウンドスピーカー 
か5音がでない。 

ドルビーデジタルまた 
は DTS の再生ができな 
い。（本機の DTS または 
□□ DIGITAL モードイン 
ジケーターび点灯しな 
し、。 

音が歪む。 入力信号のレベルび高すざる。 接続機器側の出カレベルを下げてください。 一 

ノイズが気になる。 入力信号のレベルび低すざる。 接続機器側の出カレベルを上げてください。 一 

接続が不良または不完全。 接続をやり直してください。 8〜日 


リモコン 


症が 

原因 

解決方法 

参照 

ぺージ 

リモコンで操作できな 
い。 

U モコン操作範囲から列れている。 

アンプユニットのリモコン受光窓から已 m 政内、 

角度30° 内の範囲で操作してください。 

4 


アンプュニットの U モコン受光窓に直 
射曰光や照明(インノ（一夕一堂光巧な 
ど)び当たっている。 

照明、または本体の向をを変えてください。 

- 


乾電池び消耗している。 

乾電池を全て交換して < ださい。 

2 


ドルビーデジタル信号 (2 チヤンネル)の 入カソースび己.1チヤンネルに対応している場合 13 

ソースを入力している。 は、再生機側で己.]チヤンネルを選択して<ださ 

し、。（入カソースび己.1チヤンネルに対応していな 
し、場合は 、 □□PLII MOVIE か MUS にモードでサ 
ラウンド音舌をお楽しみいただけます。） 


接続した DVD プレーヤーなどび下記の お使いの DVD プレーヤーなどの取扱説明書をご覧 

設定にされてない。 になり、正し<言を定して<ださい。 

- r デジタル出力」かつ r ドルビーデジタ 
ルまたは DTS 」 

• 「出力:デジタル」かつ「信号の種類：ド 
ルビーデジタルまたは DTS 」 


その他の情報 


1已 




用語解説 


デジタル シアター システム 

DTS (Digital Theater Systems ) 

多くの映画館で採用されている最大日.1チヤンネルのサラ 
ウンドシステムです。チヤンネル間のセパレーシヨンち良 
く情報量ちをいので、 U アルな音響効果び得5れます。 


LFE (□—フリケンシーエフェクト ）0.1 チヤン 
ネル 

音声成分の帯域び2日〜12日 Hz の、低音域専巧チャンネル 
です。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の己チヤ 
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使 
用されます。音声の帯域び低域のみに制限されているので、 
0.1と表現されます。 


エンコード/デコード 

信号や情報を加工、圧縮、デジタル化することをエンコー 
ドといいます。エンコードすることで、非常にをくの信号 
や情報量を一枚の CD や DVD などに収録することびできま 
す。 

エンコードされた信号はそのままでは音として聞くことび 
でをません。これをわとの信号に戻すことをデコードとい 
い、音として聞くことびできます。 


日 

曰场 

音は発生源か5直接人間の耳に届くだけでなく、壁や天井 
に反射してやや遅れて到達したり（初期反射音)、檀雑に反 
射を繰0返しなが5消えていったりします(後部残響音)。 
こラしたさまざまな音を聴くことで、人間はその場所のに 
さやお状を知覚することびでさます。このよラな建物など 
が持つ固有の音響空間を音場と呼びます。 


サイレントシアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを擬 
似的に再現ずるための、ヤマ八独自のシステムです。音場 
プ□グラムごとにへッドホン用の設定値び用意されている 
ため、自然で立体感あふれる音場プ□グラムをへッドホン 
でちお楽しみいただけます。 


ドルビーサラウンド 

映画館や劇場では、観客席を取り囲む多くのスピーカーに 
よって、シーンに合わせて前後左ちに移動する効果音、体 
全体を包み込むような立体ヴウンドび楽しめます。こラし 
た臨場感を実現するのびドルビープ□□ジックでデコード 
するドルビーサラウンド入力です。本来、ドルビーヴラウ 
ンドち式は、左ちフ□ント （2 チヤンネル）+センター （1 
チヤンネ>1レ）十 U ア （ 1チヤンネル)の合計4チヤンネレ構成 
ですび、家庭向けの放送^ディアやビデオでを楽しめるよ 
ラ、ステレオ (2 チヤンネル)との互換性び保たれ、ステレオ 
再生び可能なご家庭の AV システムで手軽に楽しめること 
び大きな特長となっています。 


ドルビーデジタル 

ドルビー社の開発したデジタル音声の圧縮ち式です。ステ 
レオ （2 チヤンネル）はもちろん、最大日.]チヤンネルの3虫立 
したサラウンド音青にち対応してお0、大量の音声データ 
を効率よくディスクに収めることびでさます。 


ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離 
感を保ったまま已 .1 チャンネル音声に変換します。映画用 
の M 日 VIE モードと、音楽などのステレオソース用の 
MUS にモードび巧意されています。従来の2チャンネル音 
声（モノラル音声を除く）だけで記録されたちい映画も、 
己.1チャンネルの迫力ある音声で楽し奴ます。 
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アンプユニット 

定格出力 

フ n ント/センター/リア：目 W (1 kHz , 40、1日 o / oTHD ) 


サブウーファー 

型名 . ヤマ八•アクティブサーボ•テクノ □ジー方式 

型式 .13 cm コーン、防磁型 


サブウーファー :1 8 W (100 Hz .4 Q.l 日 o / oTHD ) インピ_が、ノス 40 

入力感度 . 200 mV 寸法(幅） X ( 高さ） X (奧行を） . 

へッ ドホン出力/インピーダンス .220 mm X 224 mm X 222 mm 

. 4曰 OmV / 300(] kHz ， 200 mV ) ド量 っ 3 kg 


再生周波数. 


. 40 HZ -2 日 kHz 


寸法(幅） x ( 高さ） x ( 輿巧き） . 曰 6 x 281 X 208 mm 

質量 . 1.目 kg 

消費電力 .40 W 

待機電力 . 約 1 W 


* 仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ 
0ます。 


フ□ント/センター/リアス ピーカー 

型名 . フルレンジ、密閉型 


型式 . 

インピーダンス . 

寸法(幅） X 搞さ ） X ( 與巧き) 


己 cm スプールコーン、防磁型 


./0 mmx 9 已 mmx 11 8 mm 


音楽を楽しむエチケット 


I n n n n n n n n i も 


楽しし宿楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。静かな夜 
間にはルさな音でちよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わ说ところに迷惑をかけてしま 
います。適当な音量をむびけ、窓を閉めた0、ヘッドホンをご使巧になるのち一つの方法です。音楽はみ 
んなで楽しむわの、お互いにむを配り快適な生活環境を守0ましょう。 


•本機は音楽や映画などを再生ずる目的で設計されておりまず。従って信号発生器やテストディスクの信号などを再生し 
まずと、本機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカーをいためる原因となることがありまず。 

•デジタルオーディオインターフ I ース規格は民生用と業務用では異なりまず。本機は民生用のデジタルオーディオイン 
ターフェースに接続ずる目的で設計されていまず。業務用のデジタルオーデイオインターフ I ース機器との接続は、本機 
の故障の原因となるばかりでな<スピーカーをいためる原因となることがありまず。 


1 


























ヤマ八ホットラインヴービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただけるためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰より]年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳 
しくは保証書をご覧<ださい。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望に 
よ0有料にて修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

♦技術料 故障した製品を正寓に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備 
費、一般管理費等が含まれています。 

♦ 部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯 
する部材等を含む場合ちあ D ます。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣ずる場含の費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧切り後8年(テー 
プデッキは目年)です。補修用性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

♦ 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音 
響製品サービス拠点へお持ちください。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるとさは製品の状態をでさるだけ詳 
しくお知らせください。また製品の品番、製造番号なども 
あわせてお知らせ<ださい。 

•》 品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあ 
ります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動 
系と電気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換と 
なりますので、エージングの差による音色の違いが出る場 
合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び奚化する摩韩部品(下記参 
照)が使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用 
環境や使用時間等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に 
摩耗部品を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音 
響製品サービス拠点へご相談ください。 

广 摩耗部品の一例- N 

ボ U ユームコント□—ル、スイッチ- IJ レー類、接続端テ、ランプ、 
ベルト、ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


■ ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは 


お客様ご相談センター 

TEL (0570) 01-1808 (ナビダイヤ J レ） 

全国どこからでち巿内通話料金でご利巧いただけます。 


携帯電話、 PHS からは下記番号におかけ<ださい。 

TEL (0 已 3) 460- 3409 

FAX (053) 460- 2777 
<ち所干 430-8650 

静岡県お松市中お町 10-1 

ご相談受付時間 ] 0:00〜12:00,1 3:00-18:00 
(曰-祝日及び弊社び定めた曰は休業とさせていたださます 
のであらかじめご了承ください。） 


■ヤマ八 AV 製品の修理、 サービスパーツに 関ずる 
お問台せは 

(ヤマ八電気音響製品サービス拠点） 

北海道 干064 -8 已43札 li 市中央区南十条西 1-1- 已日ヤマ A センター内 
TEL(0]l )5]2-6]08 

仙台 干 984-001 已仙台市若林区卸町 5-7 仙台卸商共同配送センター 3F 
TEL (022) 236 - 0249 

首都圍 干] 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1番1号 

京浜トラックターミナル内] 4号棟冉-已 F 
TEL (03) 己762 -2121 

お松 干43己-0016お松巿和田町200ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (0 已 3) 46已- 6711 

をち屋 干4己 4-00 己8名ち屋市中川区玉 リ| 町 2-1-2 

ヤマ八(株)名古屋流通センター 3F 
TEL (0 已 2) 6已2 - 2230 

大阪 〒日6已 -0803 吹田市新育屋下 1-1 6 

ヤマ八(株)千里丘センター内 
TEL (06) 6877 -己262 

広 島〒731 -01 13広島市安佐南区西原 6-14- 14 
TEL (082) 874 - 3787 

四国 干7巨 0-002 日高松巿丸亀町 8-7 

(株)ヤマ^ Vミュージック巧戸高お店内 
TEL (087) 822 - 304已 


九州 干 8] 2-8 己08福岡巿博を区博多駅前吕-1 1-4 
TEL (092) 472-2134 


• - 

愛情点検 

の 

★7 を年ご使用の AV 製品の点検を！ 


こんな症がはありませんか？ 


• 電源コード-プラグが異常に熱い。 

• コゲくさい臭いがする。 

• 電源コードに深いキズか変形がある。 

• 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 
• 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異常-故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 
必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談く 

ださし、。 


》このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般に 
ついて記載しております。 

戀 YAMAHA 

ヤマ八株式会社 

干 430-8 目已〇浜松市中沢町 10-1 

ヤマノ Vオーデイオ&ビジユアレホームぺージ 
http://www.yamaha.co.jp/auclio/ 
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